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序文

本書は、緊急地方道路整備事業徳島東環状線 (末広～住吉)の建設に伴い、平成 12年度及び 18年度、

19年度に (財)徳島県埋蔵文化財センターが実施した徳島城下町跡安宅 2丁目地点の埋蔵文化財発掘

調査の成果をまとめたものであります。

当遺跡は、吉野川河田部の支流群によって形成された三角州上の徳島市東部に位置し、徳島藩政期に

徳島城下町の東部に設けられ水軍の根拠地に該当します。「御船屋」は、寛永年間に常三島から安宅地

区に移設され、幕末まで存続しました。幕末に描かれた「安宅御船蔵絵図」は、安宅役所に設けられた

船の格納庫を示す絵図です。そこには「安宅御囲」と称された土手で区画された一帯 (総面積 31,460坪、

東西約 220間、南北 23間)には、東西方向の掘 1条と南北方向の掘 4条や堀に直結する建物「御船屋」

76軒が描かれています。今回の発掘調査では、この「御船屋」の一部や堀が確認され、規模や具体的

構造を明らかにすることが出来ました。そして文献や絵図でのみ理解されてきた徳島藩水軍の実態を一

部ではありますが明らかにすることが出来たことは、地域史の中で大きな成果となります。

なお、埋蔵文化財発掘調査の実施及び報告書の作成に当たり、多くの地元の皆様と関係機関の方々に

ご理解、ご協力並びにご教授をいただきましたことに深く感謝いたします。

2009年 9月

財団法人 徳島県埋蔵文化財センター

理事長 福 家  清 司



例言

1.本書は平成 12年度～ 19年度に発掘調査を実施した緊急地方道路整備事業徳島東環状線 (末広～住吉)

建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.本書は徳島城下町跡安宅 2丁目地点の調査成果について収録した。
3.発掘調査は、徳島県県土整備部都市計画課 (当時)から徳島県教育委員会が委託を受け、徳島県教育委員
会文化財課からの再委託により、財団法人徳島県埋蔵文化財センターが実施した。

4.発掘調査及び報告書作成についての実施期間は下記の通りである。
発掘調査

平成 12年度 平成 12年 10月 1日～平成 13年 3月 31日
平成 18年度 平成 18年 10月 1日～平成 19年 3月 31日
平成 19年度 平成 19年 7月 2日～平成 19年 8月 31日

報告書作成

平成 21年度 平成 21年 4月 1日～平成 21年 9月 30日
5.挿図番号・写真番号 。遺物番号は通し番号とした。

巻頭図版 2「安宅御船蔵絵図」は笹尾秀登氏所蔵である。

巻頭図版 3「福島安宅絵図」は個人蔵である。

巻頭図版 4「御山下島分絵図・安宅」は個人蔵である。

PL.203～ 207は徳島市立徳島城博物館所蔵である。

6。 第 4図は国土交通省発行の『水害地形分類図』より転載したものである。

第 5図は国土地理院登録の 1:25,000地 形図『徳島』を転載し、加筆したものである。

第 8図の地形図は徳島市発行の 1:2,500都市計画図を転載し、加筆したものである。

7.発掘調査、報告書作成期間を通じて次の機関の方々に御協力・ご教授を得た。

(財)高知県埋蔵文化財センター・佐賀県教育庁・徳島城博物館・徳島大学埋蔵文化財調査室・鳴門市教

育委員会・萩市歴史まちづくり部・船の科学館

柏本秋生・小堀敬介・笹尾秀登・白木原宣・谷川真基・森 清治 。中原 計・蜂須賀弘行・廣田佳久
(敬称略・五十音順)

8.本書の執筆は、木村哲也 (第 I章第 1節 )。 栗林誠治 (第 I章第 2節～第Ⅲ章、第V章 )・ 須藤茂樹 (第
Ⅵ章第 1節)。中原 計 (第Ⅳ章第 1節)。根津寿夫 (第Ⅵ章第 2節)があたった。全体の編集は栗林が行った。
9.遺構写真は調査担当者が、遺物写真は栗林誠治が撮影した。
10.本書に収録した遺物及び写真 。図面類の記録は、徳島県板野郡板野町犬伏字平山 86-2に所在する徳島
県立埋蔵文化財総合センターにて保管している。

凡例

1.遺構の表示は、(財)徳島県埋蔵文化財センターが定めた略記号による。
2.方位は国土座標軸世界測地系を用い、高さは東京湾標準潮位 (TP)を表す。

3.遺構図の縮尺は下記のように統一した。

S」
。SG平面図 :1/100、 SJ o SG断面図 :1/50、 SD遺構図 :1/40、 SK o SP遺構図 :1/30

4.本書で用いた土層の色調は、小山正忠・竹原秀夫編著 1997『新版標準土色長』日本色研事業株式会社による。

5。 遺物図の縮尺は、下記のように統一した。

土器・陶磁器類・瓦・土製品 :1/4、 木製品 :1/3、 鉄器 :1/2
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I 調査の経緯

査に至る経緯

(1)調査に至る経緯
徳島県では明石海峡開通後の道路整備の長期的なあり方として,豊かで活力に満ちた地域づくりと,安全で

快適な生活環境の実現を図るため,平成 9年 3月 に徳島県道路整備長期計画「チャレンジロード21」を策定し,

以来,効率的な道路整備に取り組んできた。そのコンセプトの一つとして,都市機能の充実と都市部の渋滞緩

和のための放射環状道路等の整備,高齢化社会に対応する「やさしいみちづくり」の実現を目指してきた。

そのような中,徳島市の幹線道路は国道 11号, 55号, 192号が徳島本町で 1点に交わる放射状道路網
であるために,交通の集中が起きやすく,交通渋滞が慢性化してきた。そこで,徳島県土木部 (呪徳島県県土

整備部)は,放射状道路を相互に連絡し,交通の分散を図ることにより,都市部の渋滞を緩和し,快適な走行
を確保する目的で環状道路を計画した。

そのうち徳島東環状線は,国道 11号, 55号 より東に位置する路線区間で,徳島市八万町大野から川内町
大松に至る延長 10.4Kmの道路であり,徳島県道路整備計画に先立って,平成 7年度より末広住吉工区の
延長 1.8Kmで事業計画が打ち出された。また当区間の内,住吉島川をまたぐ箇所については平成 14年度
の暫定道路共用を目指し,橋梁を架設する。

平成 11年 1月 13日 ,徳島県県土整備部都市道路整備局 (現東部県土整備局)よ り徳島東環状線事業地内(徳

島市住吉 6丁目 13514～末広 2丁 目 75-1の間,面積約 60,000∬ )の埋蔵文化財所在の有無と取り扱いに

ついて照会があった。(平成 11113都道局第 38号 )徳島県教育委員会文化財課 (以下文化財課)は これを

受けて,財団法人徳島県埋蔵文化財センターに委託し,平成 11年 2月 1日 ～ 2月 28日 の間,精密分布調査

を実施し,事業地内安宅 2丁目地点付近については,近世の阿波藩水軍基地である御船屋 (安宅御役所 )が所

在する可能性があることが判明した。

御船屋跡とは江戸時代に現在の安宅町一帯に置かれた落の水軍の基地であり,藩主の蜂須賀氏は,当初現

在の常三島 (現徳島大学工学部付近)に船置場を置いたとされるが,助任川の川底が砂の堆積で高くなり,船
の航行に支障が出てきたことや,城周辺での武家屋敷の造成の必要などから,寛永 17～ 19(1640～ 1642)

年頃に現在の福島町東部に移設された。以後この一帯は水軍を意味する「安宅」と呼称され,藩の水軍機能の

中枢地区となった。

文化財課では都市道路整備局に対し,御船屋跡地を通過する路線部分については試掘調査が必要と回答し,
試掘調査は,文化財課が同局の協力を得て,平成 11年 6月 に安宅工区 9,740∬ (実調査面積 235だ ),同年
7月 に末広工区 340√ (実調査面積 30∬)についてそれぞれ実施した。その結果,安宅工区の一部で,江戸

時代 (17世紀半ば)の御船屋に伴う遺構 。遺物を確認した。江戸時代の水軍基地の調査事例は全国でも数が

少なく,試掘調査の結果を受けた文化財課と都市道路整備局と協議を重ね,当該工事区間で工事着手前に発掘

調査を実施し,遺跡の記録保存を図ることに合意した。

発掘調査は徳島県県土整備部都市計画課より配当替えを受け,徳島県が財団法人徳島県埋蔵文化財センター

に委託して実施することとし,平成 12年度には暫定道路共用に向けての工事関連の調査を 1,992∬ (調
査期間 6ケ月 ),また,暫定道路を供用した後,完成形施工前の平成 18年度に2,100馬 (調査期間 6ケ月 ),
平成 19年度に668∬ (調査期間 3ケ 月)を対象とし,総面積 4,760∬の発掘調査が実施されることと
なった。

調査は,近世水軍基地の存在をにらみ,関連遺構の現地保存の可能性を視野に入れて行われ,実際に,調査
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が開始された平成 12年度には,広範囲に御船屋基礎遺構を検出し,都市道路整備局との協議の結果,元位置

での砂による埋め戻し保存を実施した。以後,平成 18～ 19年度についても,御船屋遺構の拡がりを確認し,

同様の取り扱いを行った。

尚,遺跡名については徳島県遺跡地図 (血 201-20)1こ記載されている徳島城下町跡安宅 2丁目地点と呼称

することとした。

これらの発掘調査の終了に伴い、発掘調査報告書を刊行する運びとなり、(財)徳島県埋蔵文化財センターが、

平成 21年 4月 1日より同年 9月 30日 にかけて遺物整理及び報告書作成に当たることとなった。

(2)調査体制及び報告書作成体制
調査体制及び報告書作成体制は以下の通りである。

発掘調査

平成 12年度  理事長    青木武久
専務理事兼所長  寒川光明

常務理事兼事務局長 伊丹康裕

次長兼総務課長  高野 明
調査課長   菅原康夫
調査第一係長    光山忠幸
調査担当   前川直江・谷 恒二

平成 18年度  理事長    佐藤 勉
専務理事兼所長  村山一行
常務理事兼事務局長 河野幸一

次長兼総務課長  一宮一郎
調査課長   中妻敬二

調査係長   濱  徹
調査担当   北尾秀昭・谷川真基

平成 19年度  理事長    佐藤 勉
専務理事兼所長  伊川政文
常務理事兼事務局長 多田升二

次長兼総務課長  一宮一郎
調査課長   湯浅利彦
調査係長   藤川智之
調査担当   松家義人・谷川真基 第 1図 徳島城下町跡安宅 2丁目地点調査地点図

報告書作成

平成 21年度  理事長 福家清司

専務理事兼所長  阿部修三

常務理事兼事務局長 近松克仁

次長兼総務課長  三好修碁
事業課長 石井伸夫

整理係長・整理担当 栗林誠治
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2 調査の経過

(1)調査の経過
発掘調査は、平成 12年度に徳島城下町跡安宅 2丁目地点の北西隅から着手され、以降、南側と東側に新たに

調査区を設定する形で進行した。調査地の遺跡は、徳島城下町の東端に該当し、徳島藩の水軍拠点である安宅

御船役所に位置する。 3カ年にわたる発掘調査と文化財課による立会調査の結果、調査対象地からは、通常の

城下町関連遺構は確認されず、安宅御船役所関連遺構が検出された。

発掘調査対象地は、東環状道路予定地内で付帯工事が並行して行われたり、現行道路が隣接するなどの状況

から、現地説明会を開催することは出来なかった。しかし、平成 19年度には徳島市立福島小学校の見学会を開

催したり、各調査年度には徳島県立埋蔵文化財総合センターにて開催された「発掘とくしま」において調査成

果の紹介に努めた。

(2)調査区の配置とグリッドの設定
発掘調査は総計 3ケ年度を費やし、合計 7ケ所の調査区を設定している。平成 12年度は 1～ 3区、平成 18

年度は 1～ 3区、平成 19年度は 1区に調査区が設定された。これらを総括して、北側より 1,2,3区の名称
を与えることとする。

先述の如く、発掘調査が数回にわたり、この間、測量基準が第Ⅳ系国土座標軸から世界測地系座標軸へと変

更され、平成 12年度発掘調査は第Ⅳ系、平成 18,19年度は世界測地系をそれぞれ測量基準に用いた。本報告

では、全て世界測地系座標軸に統一して記載する。

各グリッドの設定に当たっては、本体工事用基準点 NO,1(X=119,404.0862、 Y=99,290.3030)、 YA一

1(X=119,3830060、 Y=99,248.8427)、 YA-2(X=119,338.4372,Y=99,2381246)の 3点を、
発掘調査測量基準点とした。この 3点を基準にグリッドを設定した。グリッドは 100m四 方の大グリッドと
5m四方の小グリッドを設定した。大グリッドは、東西方向に西から I,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ,V…、南北方向に南からα,

β,γ ,δ ,ε の名称を与え、αI,β l等の表記とした。さらに小グリッドは、東西方向に西から1,2,3,4,
…Ⅲ20、 南北方向に南からa, b, c, d, e… tの名称を与え、 al, bl, cl等 の表記とした。

(3)調査日誌抄
平成 12年度

10月 1日  調査準備
3月 31日  調査終了
平成 18年度

10月 2日  調査準備
10月 16日 測量

10月 17日 機械掘削開始
10月 23日  1区包含層掘削開始
10月 30日 1区遺構検出
11月 1日  1区遺構内掘削
11月 7日  1区遺構測量
11月 8日  2区機械掘削
11月 9日  2区包含層掘削
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H月 10日  1区 完掘状
況写真撮影

H月 13日  1区 埋 め戻
し

H月 16日 2区 遺構検
出、写真撮影

H月 17日 2区 遺構 内
掘削、測量

12月 15日 2区 完掘状
況写真撮影、埋め戻し

12月 22日 3区 機械掘

肖lJ

12月 27日 3区 包含層

掘削

1月 12日  3区遺構検出、

遺構内掘削、測量

3月 6日  3区 遺構完掘
状況写真撮影

3月 9日  徳島市立沖州
小学校遺跡見学

3月 19日  3区埋め戻し
3月 28日  3区埋め戻し
完了

3月 31日  調査終了

平成 19年度

7月 2日  調査準備
7月 3日  機械掘削、測
量

包含層掘削

遺構検出状況

遺構内掘削、

遺構完掘状況

埋め戻し

埋め戻し完了

調査終了

7月 5日

7月 24日

写真撮影

7月 25日

測量

8月 9日

写真撮影

8月 17日

8月 24日

8月 31日
2  3  4  5  6  7  8  9  10 11  12 13 14 16 16 17 18 19 20  1

第 2図 徳島城下町跡安宅 2丁目地点グリッド配置図 (S=]/1,000)
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H 遺跡の立地と環境

1 徳島城下町跡安宅 2丁目地点を巡る環境

(1)地理的環境
徳島城下町跡安宅 2丁目地点は、徳島県の最東部、徳島市安宅 2丁目に所在する。調査地点は四国最大の河川、

別名「四国三郎」と称される吉野川によって形成された沖積平野である、徳島平野上の河口域デルタ地帯に位

置する。

吉野川は水源を高知県瓶ケ森山南方に発し、四国山地から中央構造線に沿って東流し、紀伊水道に注いでお

り、総延長は 1 94knl、 流域面積は 3,750 k �に及ぶ。その吉野川下流域に楔形に細長く広がる沖嶺平野が徳

島平野であり、河口付近は網目状に発達した三角州と自然堤防、海浜ラグーンからなる。徳島市は、この吉野

川河口付近の右 (南)岸に市街地を形成してきた。

吉野川河口部の汀線は、海面変動により歴史的に大きく変動してきた。ヴュルム氷河期最末期にあたる約

28,000～ 18,000年 前には、海面の高さは現在よりも 100m前後低かったと想定され、当時の四国島は本州

島と陸続きであったばかりでなく、日本列島自体が大陸と陸続きであったと考えられる。その後の温暖化によ

り海面が次第に上昇し、縄文海進のピークにあたる約 6,000年前には、吉野川河田部の汀線は現地標高 5m
付近の内陸部まで進入していたと推定されている。

その後、弥生時代以降の寒冷化により、海面の低下と吉野川により運ばれる土砂の堆積によって、デルタが

発達した。吉野川河口部には近世初頭までラグーン状の入り江がみられたが、以後の新田開発によって次第に

砕

第 3図 徳島城下町跡安宅 2丁目地点位置図
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第 4図 徳島城下町跡安宅 2丁目地点周辺地形帯

陸地化され、今日の徳島平野が形成された。

吉野川の流路は、元禄期以降における「新川掘抜」と称される旧河道を利用した直流化と、明治になってオ

ランダ人技師ヨハネス・デ・レーケらによる近代技術の導入によって、安定化する。吉野川中流から下流域に

かけて、島・洲・須 。須賀・塚などのつく地名が数多く残るが、こうした場所に旧来は集落が形成されてきた。

これは自然堤防が発達隆起したもので、集落は自然堤防の形にそって東西方向のものが多い。

徳島は面積の約 80%が山地であり、北から讃岐山脈、四国山地、海部山地等が東西方向に連なっている。

吉野川北岸に沿って東西に延びる中央構造線により、北側の西南日本内帯と南側の西南日本外帯とに分けられ

る。北側 (内帯)は中生代の和泉層群を主体とする讃岐山脈が、南側 (外帯)は北から順に三波川変成帯、御

荷鉾変成帯、古生代の砂岩泥岩互層の秩父帯、中生代から古第二紀にかけて堆積した砂岩泥岩互層の四万十帯

が配列し、四国山地、海部山地を形成している。このうち、三波川帯は緑色片岩 (慣用名「青石」)や黒色片

岩等の結晶片岩で占められている。

本遺跡は、江戸時代には徳島城がおかれた城山の東側に位置する安宅地区にある。この地区は吉野川河口南

岸のデルタのひとつに位置し、地質学生は北側及び東側を助任川、南側を新町川に囲まれた三角州状に立地す

る地域にあたる。徳島城下町は渭山 (城山)を中心に、徳島 (渭津)、 出来島、福島、寺島、常三島、住吉島

の各島や新町、富田、助任、前川、佐古の各地区とともに御山下と呼ばれ、さらに「物構Jと呼ばれる徳島城

の外郭を形成した。

調査区の現状は、宅地となっており、標高は 08～ 12m前後を測る。

(参考文献)

福井好行 1964「吉野川下流域に於ける流勢の変遷」『阿波の歴史地理 第一』

寺戸恒夫 1994「徳島県の地形J『阿波の絵図』徳島建設文化研究会
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平井正午 1995「城下町起源の都市徳島J寺戸恒夫著『徳島の地理習徳島地理学会

古田 昇 1996「徳島県吉野・鮎喰川下流域平野の沖積層の形成過程」『立命館地理学』 8号

(2)歴史的環境
ここでは、本遺跡が所在する吉野川とその支流の鮎喰川、さらに剣山系の雲早山と高丸山を水源とし、徳島

市南東部で紀伊水道に注ぐ勝浦川が形成する沖積平野と、その周辺部に立地する遺跡を取り上げ、歴史的環境

を概観する。

縄文時代

縄文時代の遺跡として知られるものに、城山貝塚、三谷遺跡、庄遺跡、名東遺跡などがある。城山貝塚は、

城ノ内の城山のふもとの洞窟や岩陰に残る貝塚であり、縄文時代後期の土器の他、 3体の屈葬人骨も出土して

いる (1)。 また、層山北麓の旧河道の後背湿地上にあたる佐古六番町の三谷遺跡からは、貝塚より出土した 7

体の犬の埋葬遺体が注目されるほか、晩期の突帯文土器が出土している。さらに北陸系の注目土器に類似する

形態文様をもつ鉢や三叉文をもつ椀形土器、舟形土器など広範囲にわたる交流を示す遺物が出土している (2)。

ほかに、鮎喰川右 (東)岸の徴高地に位置する庄遺跡 (日赤血液センター地点)からは、晩期前半の貝殻条痕

文をもつ探鉢が、同じく庄・蔵本遺跡 (蔵本国地地点)の自然流路からは晩期の浅鉢や石鍬が (3)、 鮎喰川右

岸の名東遺跡 (天理教会地点)からは晩期の浅鉢 。深鉢、石器類がそれぞれ出土している (4)。 一方、鮎喰川
左 (西)岸の矢野遺跡からは、縄文時代後期から晩期にかけての土器・石器が多量に出土している。ことに赤

彩土器や土製仮面は祭祀の様相をうかがわせ、水銀朱の精製に使用された石杵・石臼の出土とともに注目され

る (5)。

弥生時代

弥生時代には鮎喰川が形成する沖積地、すなわち東は庄町から西は国府町にかけての広い範囲内で遺跡が確

認される。右 (東)岸の眉山北西麓に展開する蔵本遺跡 。南蔵本遺跡・庄遺跡 。南庄遺跡・鮎喰遺跡 。名東遺

跡、左 (西)岸の観音寺遺跡・矢野遺跡・延命遺跡がそれである。庄遺跡群 (蔵本遺跡、南蔵本遺跡、庄遺跡

等で構成される)。 南庄遺跡は眉山裾に展開した県内最大級の弥生時代の集落 。生産遺跡であるが、地形的に

は小規模の自然波路が錯綜しており、微高地上を中心に大規模な集落が営まれた。まず、南蔵本遺跡や庄遺跡

では前期に属する灌漑用水路と共に水田や畠及び百代が確認されている (6)。 前期の住居跡群は生産域の南側、

眉山山裾の南庄遺跡において確認された。庄・蔵本遺跡 (徳島大学医学部構内)からは、総数 20基以上の上

墳墓をはじめ箱式石棺・配石墓・甕棺墓が検出されている (7)。 南庄遺跡では中期後半から後期前半にかけて

の竪穴住居跡群が検出されたほか、微高地縁辺部では環濠も確認されている (8)。 遺物として注目されるもの

に、弥生時代後半の土器を含む流路内より出上した鉄剣がある。切先から茎までほほ完全に遺存しており、長

さ 28cmを測る。同遺跡は、緑色岩や片岩を素材とした石斧の製作地として評価されている。庄遺跡群内で注

目される遺物としては、朱塗りのミニチュア杵、平鍬、臼、梯子、椅子、人物像を刻んだ板状木製品などの祭

祀具から農耕具にわたる木製品が出土している (9)。 隣接する庄遺跡 (兵営西内地区)からも長柄鋤 。田舟な

どの木製品が出土している (10)。 なお、同群内では後期に属する鍛冶遺構や鍛冶関連遺物が検出されており、

鉄器製作が行われた事が確認されている。さらに後期後半から古墳時代初頭にかけては、遺跡の消長や鍛冶遺

構の構造から矢野遺跡と鉄器製作の分業が行われていた可能性も指摘されている (11)。 庄遺跡群の西方に展

開する名東遺跡では中期前半の円形周溝墓や、中期後半に属する方形周溝墓群が確認されている (12)。 さら

に中期末の銅鐸埋納遺構も確認されている (13)。 鮎喰川左 (西)岸の矢野遺跡は、本製容器に埋納された銅
鐸が集落内から出土したことで注目される大規模な弥生時代の集落遺跡である (14)。 銅鐸のほか、朱の付着

した土器や石杵、蛇紋岩製勾玉の工房や鍛冶遺構の発見でも重要である (15)。 この庄遺跡や矢野遺跡が所在

する鮎喰川沿岸は、多くの銅鐸が出土していることでも注目される。前述の矢野銅鐸や名東銅鐸の他、安部真

銅鐸 (16)や源田銅鐸 (17)が知られる。なお、源田遺跡からは銅鐸とならんで銅剣も伴出している。

-7-
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20119徳 島城下町跡 安宅 3丁目地点
20120徳 島城下町跡 安宅 2丁目地点
20121福 島城跡

20122徳 島城下町跡 住吉 2丁目地点
20+23徳 島城下町跡 住吉 1丁目地点
20124徳 島城下町跡 福島 1丁目地点
20125徳 島朝下町跡 安宅 1丁目地点
201‐ 26徳島城下町跡 福島 2丁目地点
20127徳 島城下町跡 新南福島 2丁 目地点
20128徳 島城下町跡 新南福島 1丁目地点
20129徳 島城下町跡 Jヒ常三島町 3丁目地点

20130徳 島城下町跡 中常三島町 3丁目地点
20+31徳 島城下町跡 南常三島町 3丁 目地点
20132徳 島城下町跡 司ヒ常三島町 2丁 目地点
20133徳 島城下町跡 中常三島町 2丁目地点
20134徳 島城下町跡 南常三島町 2丁目地点
20135徳 島城下町跡 Jヒ常三島町 1丁目地点

20136徳 島城下町跡 中常三島町 1丁目地点
20137徳 島城下町跡 南常三島町 1丁目地点
201‐ 38徳島城下町跡 助任橋 3丁目地点
20139徳 島城下町跡 助任橋 2丁目地点
20140徳 島城下町跡 助任本町 5丁 目地点
20141徳 島城下町跡 助任本町 4丁目地点
20142徳 島城下町跡 助任本町 3丁目地点
20143徳 島城下町跡 助任本町 2丁目地点
201-4徳 島城下町跡 下助任町 1丁目地点
20145徳 島城下町跡 中前川町 1丁目地点
20146徳 島城下町跡 南前川町 1丁目地点
2014ア 徳島城下町跡 下助任町 2丁 目地点
20148徳 島城下町跡 Jと前川町 1丁目地点

20149徳 島城下町跡 封ヒ前川町 2丁 目地点
20150徳 島軌下町跡 中前川町 2丁目地点
20151徳 島城下町跡 南前川町 2丁目地点
20152徳 島城下町跡 下助任町 3丁目地点
201‐ 53徳島城下町跡 Jヒ前川町 3丁目地点

20154徳 島械下町跡 中前川町 3丁目地点
20155徳 島城下町跡 南前川町 3丁 目地点
20156徳 島城下町跡 吉野本町 3丁 目地点
20157徳 島城下町跡 吉野本町 2丁 目地点
201‐ 58徳島城下町跡 吉野本町 1丁目地点
20159徳 島城下町跡 下助任町 4丁目地点
20160徳 島城下町跡 耳ヒ前川町 4丁目地点
20161徳 島城下町跡 中前川町 4丁目地点
20162徳 島城下町跡 南前川町 4丁目地点
20163徳 島城下町跡 下助任町 5丁目地点
20164徳 島城下町跡 Jヒ前川町 5丁 目地点

20165徳 島械下町跡 中前川町 5丁 目地点
201‐ 66徳島城下町跡 中徳島町 2丁 目地点
20167徳 島城下町跡 中徳島町 1丁目地点
20168徳 島城下町跡 徳島本町 3丁 目地点
20169徳 島城下町跡 徳島本町 2丁目地点
20170徳 島城下町跡 新蔵町 3丁目地点
20171徳 島城下町跡 新蔵町 2丁目地点
20卜72徳島城下町跡 新蔵町 1丁目地点
20173徳 島城下町跡 徳島町 3丁目地点
201フ4徳島城下町跡 徳島町 2丁目地点
20175徳 島城下町跡 徳島本町 1丁目地点
20176徳 島城下町跡 徳島町 1丁目地点
201‐フア胡山貝塚 4号

20178城 山貝塚 5号

20+ア9徳島城跡徳島町城内地点

201‐ 80徳島城跡 西の丸御殿地点
20181鞭 島軌下町跡 東出来島町地点
20182徳 島城下町跡 Jヒ出来島町 1丁目地点

201‐ 83徳島城下町跡 出来島本町 1丁目地点
20184徳 島城下町跡 南出来島町 1丁目地点
20185徳 島城下町跡 Jヒ出来島町 2丁目地点

201‐ 86徳島城下町跡 出来島本町 2丁目地点

20187徳 島械下町跡 出来島本町 3丁目地点
20188徳 島城下町跡 南出来島町 2丁目地点
20189徳 島城跡 徳島町城内地点
20190徳 島城下町跡 寺島本町東 1丁目地点
20卜 91徳島城下町跡 幸町 1丁目地点
20192徊 島城下町跡 幸町 2丁 目地点
20193徳 島城下町跡 幸町 3丁目地点
20194徳 島城下町跡 一番町 1丁目地点
20195徳 島城下町跡 八百屋町 1丁目地点
201‐ 96徳 島城下町跡 通町 1丁目地点
20197徳 島城下町跡 中通町 1丁目地点
20198徳 島城下町跡 新内町 1丁目地点
20+99徳 島城下町跡 南内町 1丁目地点
201100徳 島城下町跡 寺島本町東 2丁目地点
201司 01徳 島朝下町跡 一番町 2丁目地点
201引 02徳 島城下町跡 八百屋町 2丁目地点
201引 03徳島城下町跡 両国本町 1丁目地点
201引 04徳島城下町跡 両国本町 2丁目地点
201判 05徳島城下町跡 通町 2丁 巳地点
201106徳 島城下町跡 中通町 2丁目地点
201107徳 島械下町跡 新内町 2丁目地点
20+108徳 島城下町跡 南内町 2丁目地点
201109徳 島城下町跡 寺島本町東 3丁目地点
201引 10徳島城下町跡 一番町 3丁目地点
201判 11徳島城下町跡 八百屋町 3丁目地点
201112徳 島城下町跡 通町 3丁 目地点
20+113徳 島朝下町跡 中通町 3丁目地点
20+114徳 島城下町跡 南内町 3丁目地点
20+115徳 島城下町跡 寺島本町西 1丁目地点
20+116徳 島城下町跡 元町 1丁目地点
201117徳 島城下町跡 元町 2丁目地点
201引 18徳島城下町跡 藍場町 1丁目地点
201引 19徳島城下町跡 藍場町 2丁目地点
201120徳 島城下町跡 寺島本町西 2丁 目地点
201121徳 島城下町跡 東船場町 2丁目地点
201122徳 島城下町跡 東新町 2丁目地点
201123徳 島軌下町跡 銀座地点
20+124徳 島城下町跡 両国橋地点
201125徳 島城下町跡 富田町 1丁目地点
20+126徳 島城下町跡 富田町 2丁目地点
201引 2ア 徳島城下町跡 箱屋町地点
201引 28徳 島城下町跡 籠屋町 1丁目地点
201129徳 島城下町跡 南新町 2丁 目地点
201130傾 島城下町跡 東大工町 2丁目地点
201131徳 島城下町跡 東山手町 2丁目地点
20+132徳 島朝下町跡 籠屋町 2丁目地点
20+133徳 島城下町跡 東大工町 3丁目地点
20+134徳 島城下町跡 東山手町 3丁 目地点
20+135徳 島戦下町跡 西船場町 1丁目地点
20+136徳 島城下町跡 西新町 1丁目地点
201137徳 島城下町跡 西大工町 1丁目地点
201引 38徳 島城下町跡 西山手町地点
201」 39徳 島城下町跡 新町橋 1丁目地点
201140徳 島城下町跡 新町橋 2丁 目地点
201‐ 141徳島城下町跡 東船場町 1丁目疱点
201142徳 島城下町跡 東新町 1丁目地点
20+143徳 島城下町跡 南新町 1丁目地点
20+M4徳 島城下町跡 東大工町 1丁目地点
201145徳 島城下町跡 東山手町 1丁目地点
20+146徳 島颯下町跡 佐古一番町地点
201147徳 島城下町跡 西船場町 5丁目地点
201148徳 島城下町跡 西新町 5丁目地点
20+149徳 島城下町跡 西大工町 5丁目地点
201引 50徳 島城下町跡 西船場町 4丁目地点
201引 51徳 島城下町跡 西新町 4丁目地点
201引 52徳 島城下町跡 西大工町 4丁目地点
201引 53徳 島城下町跡 西船場町 3丁目地点
201引 54徳島城下町跡 西新町 3丁 目地点

201155徳 島城下町跡

201156徳 島城下町跡

201157徳 島城下町跡

201158徳 島城下町跡

20+159徳 島城下町跡

201160徳 島城下町跡

201161徳 島城下町跡

201引 62徳島城下町跡

201163徳 島城下町跡

201363津 田城跡

201364散布地

201365勢見山古墳

201‐ 395犬山古墳群

201396散布地

201397散布地

201398犬 山天神山古墳

201399散 布地

201‐ 400天神山古墳

201482外籠貝塚

西大工町 3丁目地点

西船場町 2丁目地点

西新町 2丁 目地点

西大工町 2丁目地点

富田橋 1丁目地点

伊月町 1丁目地点

富田橋 2丁目地点

伊月町 2丁 目地点

中央通 2丁 目地点
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古墳時代

古墳時代に/8-る と、層山山麓や徳島市国府町から石井町に延びる気延山に古墳が数多く築かれる。眉山東南

東部の尾根上には、前期後半に属する勢見山古墳が築造される (18)。 吉野川河口域から南に延びる海上交通

の要衝を見渡す位置に立地する古墳である。勢見山古墳の南西に位置する眉山南麓の八万町福万谷に面した尾

根上には中期中葉に属する恵解山古墳群が築造される (19)。 「阿波式石棺」と呼称される結晶片岩を用いた箱

形石棺に矩形の竪穴式石室が伴う。後期後半には横穴式石室を埋葬主体部とする恵解山 4～ 8号墳が築造さ

れる。眉山の園瀬川を挟んで対岸となる向寺山には、中期後半に属する向寺山古墳群が築造される (20)。 周

辺からは製塩土器や滑石製模造品・須恵器が出土しており祭祀遺構が存在した可能性も指摘されている。名東

遺跡に隣接する眉山山塊の北西麓には、石蓋土墳墓を埋葬主体部に持つ節句山古墳群 (21)や、前期後半の積

石墳丘の前方後円墳である八人塚古墳 (22)が築造される。この時期の集落が庄・蔵本遺跡 (徳島大学蔵本キャ

ンパス地点)で確認されている (23)。 後期後半には県内最大級の巨石を用いた横穴式石室を埋葬主体部とす

る穴不動古墳が築造される (24)。

古代

律令制時代に推移すると、矢野遺跡の所在する現国府町域に国府が営まれる。政庁跡の確認は現段階では明

確でないものの、徳島市教育委員会の数次にわたる調査によって、観音寺付近が有力となってきている (25)。

さらに (財)徳島県埋蔵文化財センターが実施した観音寺遺跡、敷地遺跡では国衛に関連する遺構や遺物が確

認されており、その実態が判明してきた。そのほか、この時期に該当する遺跡としては、延命遺跡 (26)、 阿

波国分寺跡 (27)。 阿波国分尼寺跡 (28)。 石井廃寺 (29)・ 高畑遺跡や、国分寺等に瓦を供給していたと考えら

れる内ノ御田瓦窯跡 (30)等が周辺に分布する。『和名抄』に記載される名東郡の一郷には「賀茂」があり、庄・

蔵本遺跡付近に名東郡衛が置かれた可能性がある。庄遺跡 (徳島大学蔵本団地地点)からは名東郡衛に係わる

と考えられる大規模な掘立柱建物跡や墨書土器、斉串一刀形 。鳥形 。舟形などの木製祭祀具がにおいて検出さ

れている (31)。 また、庄遺跡 (加茂名中学校体育館地点)においても奈良時代の赤色顔料塗彩土器が出土し

ている (32)。 なお、鮎喰川が眉山山塊西側を通り抜け、沖積平野に流れ出ようとする名東町 3丁目の眉山西

麓に位置する大浦遺跡から、平安時代末期の密教法具・僧具・梵音具・梵鐘等の仏具の土製鋳型や輔羽□・増

蝸などが出土している (33)。

文献史料からは、 8世紀中頃には、造東大寺司の新島庄が名方郡内に成立している。東大寺に伝えられた絵

図類を通してその所在地が検討されるとともに、吉野川河日付近での低湿地の開発のあり様をうかがわせる、

総面積 80余町の荘園である (34)。 その後、平安時代後期には、安楽寿院 (京都府伏見区)領名東庄が作られ、

鮎喰川流域の耕地開発と鮎喰川を通じての名西郡山分 (大粟山)との交易活動が展開する。

中世

中世になると、安楽寿院領名東荘・春日神社領富田荘・石清水八幡宮領萱島荘などの所領が文献史料より確

髭できる (35)。 遺構 。遺物で注目されるのが、中島田町 2丁 目に所在する中島田遺跡の成果である。中島田

遺跡は、旧河川の「中州」に立地した都市的様相をもった鎌倉時代後期の遺跡で、青磁 。白磁や東播系須恵質

土器・備前焼・吉備系土師資椀などの国内外からの搬入土器が多量に出土し、広範な海上交易を具体的に示し

ている (36)。 また、中島田遺跡の酉に位置する南島田遺跡では 14～ 15世紀の遺構・遺物が発見されている (37)。

しかしながら、中島田遺跡も中世後期にかけては存続せず、近世にかけては水田として土地利用された模様で

ある。ほかに、名東遺跡 (天神地区)でも中世段階の溝などが検出されている。近年の徳島市川内町大松遺跡

の発掘調査では、15世紀前半の方形区画屋敷地が確認された。この遺跡は、出土した土錘や大量に廃棄され

たマシジミなどの二枚貝から、農業集落の性格だけではなく、これらを採取した海浜集落である性格を合わせ

もつ特徴を持つことも想定される。また、中徳島町 2丁目旧徳島動物園跡の調査では、蜂須賀氏の城下町建設

以前と想定できる大溝等の遺構が検出された。これまでの常三島、新蔵町 1丁目、新蔵町 3丁目、福島 2丁 目、
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南前川 1丁目、出来島本町 1丁目地点等の徳島城下町跡の調査からは、近世以前の遺構面が確認されていなかっ

た。このことから、中徳島町 2丁 目遺跡が城山東麓に位置し、吉野川支流の沖積低地に位置しながらも、局部

的に安定した土砂の堆積が進行していた例外的な地域であったと考えられる。

近世

1585年、豊臣秀吉は四国討伐に従い功績のあった蜂須賀氏に、阿波国 17万 5千石を与えた。父正勝に変

わり峰須賀家政が領有することになり、当初は長宗我部氏の旧城である―宮城を居城に掘えていたが、すぐに

徳島城に移転した。徳島城は現在の城山付近に位置し、その前身である猪山城の起源及び蜂須賀氏入城の正確

な時期は不明であるが、峰須賀氏阿波入部の数年前には徳島城に移転していたと考えられる。

峰須賀氏の徳島入部に伴い、城下町の建設も平行して進められた。城下町は吉野川分流の新町川、寺島川、

助任川、福島川、沖州川等の網状河川を利用した「島普請」により建設され、これらの河川により形成された

三角州上に、城郭の置かれた徳島をはじめ、出来島、寺島、福島、営三島、住吉島の 6つの島と、それらの島

を取り囲むように配置された新町地区、富田地区、佐古地区、前川・助任地区が建設された。中心部の徳島、

寺島地区には上級藩士屋敷、城下の入国にあたる周辺の富田、佐古、助任地区には、町屋を並存した下級武士

屋敷が配置されて、城下町の防御線とされた。その中で徳島に位置する新蔵町は、藩の新御蔵 (米倉)力 あ`っ

たので、御新蔵丁と呼ぱれた。1640年代にはおおむね城下建設が完成し、急速に人口も増加した。急速な城

下町建設を促進させた背景には、蜂須賀氏による大規模な土木建設資本注入のほかに、近世初頒の海退も多分

に影響したものと考えられる。

徳島藩の水軍拠点は、藩政当初は常三島 (徳島城下町跡常三島地点徳島大学工学部調査地点)に船置所「御

船屋」が、水夫達の屋敷などは住吉島に設置された。しかし、城下町の拡大による屋敷地の不足や、助任川

の上砂堆積及び川底上昇による大型船の出入りが困難になるなどの諸事情により、寛永 17～ 19(1640～

1642)年頃に現在の安宅地区へ移設された。以後、同地区に安宅御船役所、鍛冶屋敷、御船頭や水夫の屋敷地、

船大工の屋敷地が置かれ、徳島藩の水軍機能は集約された。「安宅御船蔵絵図」や『阿波峰須賀藩之水軍』等

によれば、いわゆる「安宅役所」は東西 228間、西側辺南北 126間、東側辺南北 150間、面積は 31,460坪

を測る台形を呈する敷地を有し、周囲を土手で区画していた。内部には、御水夫方として御役所 14棟、御門

会所御番、御船屋 90棟、御蔵 18棟、御番所 6箇所が、作事方として、御役所 7棟、御門番、御番所 1箇所、

御蔵 23棟、塗御蔵 1棟が設けられた。さらに中央部には東西 220間、南北 23間の「大川」と呼称される堀

と御船屋が並んでいたことが分かる。

その後、徳島藩は国替えもなく暮末まで蜂須賀氏 25万石による支配が運綿と続いた。

(注 )

(1)鳥居龍蔵 1922「徳島城山の岩窟」『考古学雑誌』12巻 9号

1923「徳島城山の岩窟と貝塚」『教育画報』16巻 5号

(2)森 敬介 1926「徳島市水道三谷濾適地に於ける原始独木舟発見の顛末 (上 )」『歴史と地理』18巻 1号

1926「徳島市水道三谷濾適地に於ける原始独木舟発見の顛末 (下 )」『歴史と地理』18巻 5号

勝健康守 1994「徳島市三谷遺跡一徳島の縄文晩期突帯文土器の終焉」『文化財学論集』文化財学論集刊行会

1995「第 15回埋蔵文化財資料展 阿波を掘る」徳島市教育委員会

1977「 三谷遺跡一徳島市佐古配水場施設増設工事に伴う発掘調査―」徳島市教育委員会

(3)(財)徳島県埋蔵文化財センター 1996縣鼠文の彩り』(財)徳島県埋蔵文化財センター

(4)徳島市教育委員会 1988『第 9回埋蔵文化財資料展 阿波を掘る』徳島市教育委員会

1990「名東遺跡発掘調査概要一名東町2丁目・天理教国名大教会神殿建設工事に伴う発掘調査―」

(5)前掲注 (3)

(6)滝山雄-1985「徳島県庄遺跡」「日本考古学年報 37(1984年度版)』 日本考古学協会
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1986『第 7回埋蔵文化財資料展 阿波を掘る』徳島市教育委員会

(7)岡内三員 。河野雄次 1988「徳島県庄遺跡―徳島大学医学部同窓会館建設に伴う調査―」『日本考古学年報 39(1986年度版)』

日本考古学協会

(8)菅原康夫 1988『 日本の古代遺跡 37 徳島』保育社

(9)徳島市教育委員会 1985『第 6回埋蔵文化財資料展 庄遺跡の人々のくらしと文化』徳島市教育委員会
一山 典・滝山雄-1985「徳島庄遺跡出上の弥生時代木製品」『考古学ジャーナル』252号

滝山雄-1986「徳島県庄遺跡」「日本考古学年報 37(1984年度版)』 日本考古学協会

(10)北條芳隆 1998「吉野川下流域における初期潅漑施設と条里地割」『デルタにおける古代の開発に関する地図的情報の収集と

解析 科研費報告書 (代表丸山幸彦)』 徳島大学

(11)徳島市教育委員会 1985『庄・鮎喰遺跡―一般国道 192号拡幅工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』徳島市教育委員会

(12)前掲注 (4)

徳島市教育委員会 1990『名東遺跡発掘調査概要』徳島市教育委員会

徳島県教育委員会 1990『名東遺跡 (天神地区)一県営名東町団地建て替え工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』徳島県

教育委員会

藤川智之・氏家敏之ほか 1996『名東遺跡』(財)徳島県埋蔵文化財センター

(13)藤川智之ほか 1993「矢野遺跡」『徳島県埋蔵文化財センター年報』 4号 1993

(財)徳島県埋蔵文化財センター 1993『矢野銅鐸』(財)徳島県埋蔵文化財センター

(14)栗林誠治 1994「矢野遺跡」『徳島県埋蔵文化財センター年報』 5号 (財)徳島県埋蔵文化財センター

北條芳隆 1995「徳島県における弥生の朱」『考古学ジャーナル』394号

(15)前掲注 (4)

(16)三木文雄 1965「 阿波国阿都真出上の銅鐸とその遺跡」『考古学雑誌』50巻 4号

魚島純-1994「銅鐸の自然科学的調査―徳島市出土安都真銅鐸に見られる鋳掛けについて一」『文化財学論集』奈良大学文

化財学論集刊行会

(17)三木文雄 1950「 阿波国源田出土の銅剣銅鐸とその遺蹟」『考古学雑誌』36巻 2号

(18)徳島県教育委員会 1981『埋蔵文化財資料展 古墳時代の徳島市』徳島市教育委員会

(19)徳島市教育委員会 1990『徳島市文化財だより』No 23・ 24徳島市教育委員会

1991『第 12回埋蔵文化財資料展 阿波を掘る』徳島市教育委員会
一山 典・三宅良明 1991「徳島県徳島市宮谷古墳」『日本考古学年報 (1989年度版)』 日本考古学協会

1992「徳島県徳島市宮谷古墳」『日本考古学年報 (1990年度版)』 日本考古学協会

(20)石井町教育委員会 1969『清成・尼寺古墳発掘調査概報』石井町教育委員会

(21)結城孝典 1986『ひびき岩 16号墳発掘調査報告書』石井町教育委員会

(22)天羽利夫 1968「石井町清成一号墳の調査」「徳島県博物館報」 8号

前掲注 20)

(23)天羽利夫ほか 1982「曽我氏神社古墳群発掘調査報告」『徳島県博物館紀要』13集

岡山真知子 1983「曽我氏神社古墳群」『考古学ジャーナル』225号

(24)元興寺文化財研究所 1979『徳島市鶴鳥山古墳群の調査―発掘調査報告書』徳島市教育委員会

(25)北條芳隆ほか 1998『庄 。蔵本遺跡 1-徳島大学蔵本キャンパスにおける発掘調査―』徳島大学

(261徳島市教育委員会 1983～ 1992『阿波国府跡第 1次調査概報』～『阿波国府跡第 10次調査概報』徳島市教育委員会

徳島市教育委員会 1996「第 16回埋蔵文化財資料展 阿波を掘る」徳島市教育委員会

(27)徳島市教育委員会 1979～ 1981『 阿波国分寺跡第 1次調査概報』～『阿波国分寺跡第 3次調査概報』徳島市教育委員会

(28)徳島市教育委員会・石井町教育委員会 1971『阿波国分尼寺跡緊急発掘調査概報』徳島市教育委員会・石井町教育委員会

徳島市教育委員会・石井町教育委員会 1972『阿波国分尼寺跡第 2次緊急発掘調査概報』」徳島県教育委員会・石井町教育委
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員会

(29)斎藤忠・三木文雄 1958『石井廃寺址第一次調査概報―徳島県文化財報告書二』徳島県

斎藤忠ほか 1959『石井廃寺址第二次調査概報―徳島県文化財報告書三』徳島県

(301島巡賢二ほか 1990『高畑遺跡一県立回府養護学校プール建設工事に伴う発掘調査概要報告書―』徳島県教育委員会

(31)立花 博・天羽利夫 1970『徳島市入田町内ノ御田瓦窯跡調査概報 。徳島県那賀郡古屋岩陰遺跡調査概報』徳島県博物館建設

記念学術奨励基金運用委員会

徳島市教育委員会 1981『 内ノ御田須恵窯跡発掘調査中間報告』徳島市教育委員会

(32)福家清司 1984「庄遺跡出上の墨書土器銘『賀専当』について」『高校地歴』20号徳島県高校地理学会

福家清司・久保脇美朗 1986「徳島県庄遺跡―徳島大学蔵本団地地区体育館地点の調査―J『日本考古学年報 36(1983年 度版)』

日本考古学協会

なお、庄遺跡 (兵営西内線地点)か らも斉串・人形等の木製祭祀具が出上している。(前掲注 6)

(33)勝浦康守 1996「庄遺跡 (学校施設建設工事)」『徳島市埋蔵文化財発掘調査概要 6』 徳島市教育委員会

(34)一山 典・竜山雄-1987「徳島県大浦遺跡」『日本考古学年報 38(1985年度版)』 日本考古辛協会

(35)丸山幸彦 1989「古代の大河川下流域における開発と交易の進展一阿波国新島庄をめぐって一」『徳島大学総合科学部紀要』

2徳島大学

丸山幸彦 1992「瀬戸内型の庄園」『新版古代の日本4 中国・四国』角川書店

丸山幸彦 1995「低湿地開発の進展と庄園返還運動一九世紀の阿波国新島庄―」『徳島大学総合科¥部人間社会文化研究』2

丸山幸彦 1996「南海道交遊と庄園―新島庄勝浦他の位置づけをめぐって一」『徳島大学総合科学部人間社会文化研究』 3

福家清司 1993「 阿波国新島荘の所在地と条里の復原」『新版古代の日本 10 古代資料研究の方法』角川書店

福家清司 1996「 阿波国名方郡新島荘図・大豆処図」金田章裕ほか編『日本古代荘園図』東京大学出版会

金田章裕 1995「 阿波国東大寺領荘園図の成立とその機能」虎尾俊哉編『律令国家の地方支配』吉川弘文館

特に、丸山氏は東大寺による低湿地の開発には、摂津国 (難波)で低湿地の開発に関わっていた日下部忌寸氏を中心に視点

を据え、金田氏は絵図に描かれた堤が海水の進入による塩害を防ぐためのものであったと指摘されており、注目される。

(36)福家清司 1990「 阿波国中世所領研究ノート」『四国中世史研究』 1号

また、富田荘については、福家清司 1981「 阿波国富田荘の成立と開発」『徳島地方史研究会創立 10周年記念論集阿波・歴史

と民衆』南海ブックス、福家清司 1990「阿波富田荘の成立と変遷」『史窓』21号徳島地方史研究会、阿部猛 1994「 悪党大

江秦兼―阿波国富田荘史断片―」『日本社会史研究』35号などがある。

萱島荘については、福家清司 1997「吉野川水運と荘園の成立」『学会誌 吉野川』創刊号がある。

(37)福家清司ほか 1989『 中島田遺跡・南島田遺跡―県道徳島鴨島線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』徳島県教育委

員会

山下知之・小林一枝・石尾和仁 1996『中島田遺跡Ⅱ―都市計画道路常三島中島田線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

書―』(財)徳島県埋蔵文化財センター

福家清司 1993「 中世土器の流通をめぐって一徳島市中島田遺跡出土遺物を通して一」『中世土器の基礎研究』Ⅸ

福家清司 1989「 阿波中世水運史小考」F三好昭一郎先生還暦記念論集 歴史と文化・阿波からの視点』同論集刊行会

福家清司 1993「遺跡が語る阿波中世の流通」『鳴門史学』 7集

福家清司 1999「徳島市中島田遺跡の歴史的位置―特に『名東庄倉本下市』との関係をめぐって一」『社会と信仰・阿波から

の視点』三好昭一郎先生古希記念論集刊行会

(38)前掲注 (37)「中島田遺跡・南島田遺跡」

(39)前掲注 (11)
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2 徳島城下町と調査区について

(1)城下町の建設と家臣団の屋敷地
天正 13(1585)年豊臣秀吉により蜂須賀家政が阿波国 17万国を与えられた。一旦、一宮城に入城するものの、

同年、当時渭津と呼ぱれた地に徳島城の建設が着手される。同時に城下町建設を急いだ蜂須賀氏は町屋につい

ては、「御城下市中の町割りにつき屋敷望ものこれあれば申し出に任せ相応の地面を下さるべしJとの御触書

を出し、町人を優遇するとともに、蜂須賀氏の旧領であった尾張や龍野からも町人を誘致し町割りが進められ

る。

蜂須賀氏が徳島に居城を構えた理由として、次のことが挙げられる。弟―に、徳島は吉野川流域の「北方J

と、勝浦、那賀、海部郡を中心とした「南方」の交会点にあたる交通の要衝であり、領国支配の中心として最

適の地理的条件を備えていた。山地が多い阿波の中で、平地は吉野川下流域の徳島平野と、鳴門海峡から那賀

川流域まで南北海岸線に沿って延びる地域に限られる。当然、陸上交通路もこれら平地部を中心として発達し

た。すなわち、吉野川両岸の県北部を東西方向に走る伊予街道、川北街道、海岸線に沿って県東部を南北方向

に延びる土佐街道、淡路街道、讃岐街道の 5街道であり、川北街道を除く4街道の起点が徳島で、その中でも

徳島地区であった。

第二に、眉山から紀伊水道を見渡せる徳島は、海上防備に好都合でありただけでなく、島国阿波に不可欠な

海上交通の便に恵まれた土地であった。徳島城下町に網目のように広がる吉野川の支流がそのまま紀伊水道に

流れ込み、もちろん県西部にも吉野川を通じての水運が開けるわけである。

第二に、徳島は吉野川の分流に囲まれた要塞の地であった。しかし洪水のたぴに「河成地」となるような低

湿地に城下町を建設できた理由のひとつとして、近世初顕の小氷期に海退現象により吉野川河口付近の三角州

が発達したことも有力である。

徳島城築城 (改築)と 同時に城下町の建設も平行して始められた。蜂須賀家政は、旧領である播磨国龍野や

尾張から豪商を誘致して城下町の建設を進めた。当初、太閤検地の実施の妨げとなった山間部の土豪勢力に対

処するため、阿波国内の 9ケ城に重臣と兵± 300人を駐屯させた領国支配体制 (阿波九城制)が とられていた。

この支城駐屯制は土豪一揆への備えの他に、周辺地域の郡代的役割も担っていた。また、主要街道に位置した

真言宗 8ケ寺を駅路寺に指定し、旅行者用宿泊施設としての性格の他に、周辺農民に対する警備も義務付けた。

1615年の一国一城令により徳島城以外の所持は禁止され、1638年までの間に阿波九城制は順次廃棄され

第 6図 近世期の街道及び旧地形
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ていった。それにともない諸誠へ出向していた重臣・兵士が徳島城下町へ集中し、武士の城下集住が貫徹し侍

屋敷の整備が進展する。

城下の建設は、吉野川下流域で吉野川の支流である新町川、勅任川、寺島川、福
―
島川等の大小河川が形成す

るデルタ地帯である徳島、寺島、福島、住吉島、常三島、出来島の6島とその周囲に隣接する助任、大岡、富田、

内町、新町、佐古の6地区を中心として行われた。天然の区画を利用した、いわゆる「島普請」である。町人・

寺社・下級武士が比較的地盤面の高い隣接 6地区を中心として住まわされたのに対し、中止級武家屋敷は天然

の要塵ともいえる6島の中州低湿地、特に徳島・寺島地区に集中する軍事的配置をとった。

その中で徳島地区は城郭・御陵と西側に接する中心地区であることから、家老・中老邸宅の集中する最上級

藩士地区である。中老と物頭が約半数を占め、それ以外も全て 200石以上である。また周囲を石垣で囲まれ

たことは、他の島が土塁であるのとは異なり、城郭の三の丸としての機能も果たしている。徳島地区に架かる

橋は徳島橋、福島橋、助任橋の3橋のみであり、その内側には番所 (門台)が置かれ厳重に警備されるととも

に、前後には重臣の屋敷が配置された。

寛永年間 (1624～ 1644)後半には、船頭と水主・船大工等の屋敷は水軍の船香所のある安宅福島の臨海

地区に集められ、また佐古には町屋が建設された。

正保 3年 (1646)に 幕府に提出するためにつくられた「阿波国徳島誠之図」によれば、徳島城を中心とし

て侍屋敷・足軽町・町屋・寺町が揃い、整然とした町割が確認できる。寛永期に大規模な城下町建設が進めら

れたが、ここに町割の完成をみたものであり、徳島地区を中心に福島・住吉島・常三島・助任。出来島・寺島・

新町・富田に武家屋敷を、佐古。富田・助任に足軽屋敷を配置し、町屋は寺島内部に形成された内町と新町・

福島・助任 。佐古に置かれた。また、以前は寺島にあった寺院を眉山山麓に移転集中させ、寺町を編成した。

第 7図 安宅御船蔵絵図
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城下町の四至 (範囲)は東が福島安宅、西が佐古五丁目二本松、南が富田金毘羅大岩鼻、北が助任万福寺であ

り、この範囲が「御山下」と呼称された。

(2)調査対象地の変遷
調査対象地を、絵地図において確認する。調査対象地は、徳島藩水軍の拠点である安宅役所の北西隅に位置

する。安宅役所は、寛永 18,19年頃に常三島南東部の安宅島より助任川の河床上昇等の理由により、福島東

部に移転した。安宅役所の規模は東西 230間、南北 150間を測り、沖州川より安宅役所内への進入路は、敷

地北東側に設けられている。入国には潮の流れを調節する捨て石が施されていた。東西方向の船の進入路は、

船入堀川もしくは大川と呼称され、敷地内のやや北側に位置する。船入堀川より南側へ直交する状態で 4条の

堀が設けられている。東側より「新役堀」、「大工屋堀J、 F/1、潮掛堀」、「大潮掛堀」と記載されている。御船屋

は、船入堀川の北側に 26棟、新役堀の東側に 8棟、同堀西側に 2棟、新役堀と大工屋堀の間で船入堀川に面

して 2棟、大工屋堀と小潮掛堀の間で船入堀川に面して 3棟、小潮掛堀東側に 1棟、同堀西側に 8棟、大潮

掛堀東側に 8棟、船入堀川南側に 10棟描かれている。調査地点は、船入堀川の最深部 (西側奥)附近に位置
し、西側から2棟分の御船屋に該当する。

(3)徳島城関係略年表
1585年 (天正 13)6月 蜂須賀家政、阿波国を拝領し一宮城に入城。すぐに猪山に城地を定めて、渭

津を徳島と改める。

12月  名東郡矢野村百姓中に「検地条々」を出し検地に着手。領内枢要の九城に重
臣層を配置し、支城駐屯制による領国経営を開始。

1586年 (天正 14)12月  呉服又五郎に紺屋司を任じ、紺屋役銭の徴収を命じる。またこの年、城下市
中の町割を定めて、町屋敷を望む者に地面を下付する旨を通達。

1600年 (慶長 5)7月  家政、豊臣方からの参戦要請を拒否し、大坂方との「手切れ」を決意。
8月 家政、阿波国を豊臣秀頼に返上。剃髪して蓬庵と号し高野山に隠居。至鎮は
徳川方に参戦。

9月 至鎮、徳川家康から阿波国を拝領。
1603年 (慶長 8)8月  至鎮、板野郡内の赤松則房の旧領 。置塩領 (1万石)及び毛利兵橘の旧領・

兵橘領 (1万石)を夫人化粧領として拝領。ここに阿波国一円支配がなる。

1614年 (慶長 19)11月  至鎮、大坂冬の陣に参戦。
1615年 (元和 1)5月  至鎮、大坂夏の陣に参戦。戦功により淡路国を加増される。
1616年 (元和 2)11月  徳島城下紙屋町以外での紙商売の禁止。
1625年 (寛永 2)7月  城下寺島に藍方役所を置く。
1638年 (寛永 15)   幕府の一国一城令により、領内には徳島 。洲本の 2城となる。
1641年 (寛永 18)7月 公儀御用につき国絵図・御山下絵図を提出。
1646年 (正保 3)   幕命により阿波両国絵図・城下絵図・郷村絵図・家中分限帳を提出。
1657年 (明層 3)5月  徳島城石垣破損につき修復普請を幕府に申請。
1667年 (寛文 7)7月  城下内町紀伊国町から出火、内町家数 420軒・武家屋敷 25軒焼失。
1675年 (延宝 3)1月  市中在々の担ぎ商を規制するために担ぎ商に鑑札を発行。

3月 城下内町より出火。新シ町から魚ノ店まで 154軒焼失。
1678年 (延宝 6)10月 城下渭津を再び徳島と改称。
1680年 (延宝 8)   徳島城下の豪商・魚屋 (と とや)と寺沢を座元として銀札を発行。
1685年 (貞享 2)1月  城下 。在々において飼犬を禁止。
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3月 城下新町免許町から出火、家数 467軒焼失。
1686年 (貞享 3)11月  城下商人保護のため佐古 。富田・助任口など郷分での商売禁止。
1688年 (元禄 1)1月  城下大工町から出火、西船場全焼。家数 216軒焼失。
1690年 (元禄 3)4月  幕府、徳島城石垣修復普請を許可。
1700年 (元禄 13)2月 幕府、徳島城外曲輪その他の石垣修復工事を許可。
1721牟 (享保 6)7月  城下瓢箪島より出火、御花畑御殿 。長屋など焼失。
1722年 (享保 7)3月  富田御屋敷焼失。

12月 城下徳島会所より出火。
1724年 (享保 9)4月  城下内町 3丁目より出火、左右へ片側 1丁焼失。
1727年 (享保 12)10月  城下内町より出火、新シ町から魚ノ店まで焼失。

12月 城下福島会所焼失。
1767年 (明和 4)2月  城下藍場町において藍大市が始まる。
1782年 (天明 2)1月  徳島城下紙屋町から出火、内町地区も類焼。
1785年 (天明 5)2月  徳島城下新町横筋から出火、籠屋町まで類焼。
1811年 (文化 8)  「阿波名所図絵」刊行される。
1824年 (文政 7)12月  城下東新町より出火、富田町・新魚町・桶屋町・籠屋町 。古物町 。大工町

二丁目・西大工町 。西新町一丁目。南大工町まで類焼。家数 932軒焼失。

1835年 (天保 6)5月  徳島城下富田浦に社蔵が設置される。
1869年 (明治 2)6月  版籍奉還。蜂須賀茂詔、知藩事に任命。
1871年 (明治 4)7月  徳島藩を廃し、徳島県設置。

11月 徳島県を名東県と改称。
1876年 (明治 9)8月  名東県が廃止され、阿波は高知県に、淡路は兵庫県に合併。
1880年 (明治 13)3月  徳島県再設置。
1945年 (昭和 20)7月 空襲により徳島城跡公園内の建物焼失。

(参考文献)

石尾和仁 1999「徳島城下町の考古学的研究」「史窓」29号 徳島地方史研究会

根津寿夫 1994「城下町億島の再編について一下屋敷を中心に一」『史窓』24号 徳島地方史研究会

服部昌之 1975「城下町徳島における都市構造の変容過程」三好昭一郎編『徳島藩の史的構造』名著出版

平井松年 1995「城下町起源の都市徳島」寺戸恒夫編著『徳島の地理』徳島地理学会

三好昭一郎 1970「徳島城下町の成立について」『総合学術調査報告 徳島』阿波学会・徳島県立図書館

三好昭一郎 。高橋 啓監修 1994『 図説 徳島県の歴史』

『徳島城』編集委員会編 1994『徳島城』徳島市立図書館 1994
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Ⅲ 調査成果

基本層序

(1)基本層序
調査区全体の土層は、総じて近現代の撹乱層や客土層が表土下約 lm前後まで堆積し、洪水砂 (海砂 ?)

の互層堆積がその下に層序をなす。また、平成 18,19年度の調査では、先行して行われた道路建設のための

上壌改良により、連続する調査区においても土層に大きな差異や遺構面の削平などが確認された。調査対象遺

構面は、互層堆積砂層の内、最下層に堆積するオリーブ黒色砂層や黒色シルト質土層の直下に確認することが

出来た。

調査対象地北側に位置する 1区の遺構確認面は、灰オリーブ色砂質土層である。2区西側や 4区の遺構確

認面は、黄褐色砂質土層である。 3区の遺構確認面は灰オリーブ色砂質土層である。1,2区における遺構確

認面は堀に向かって北から南に向かって緩やかに傾斜しており、北側は標高約 0,05m付近、南側は標高約-0.1

m付近で検出・調査した。06-2区の遺構確認面は、灰オリーブ色砂質土層である。遺構確認面は標高約-0.25
～-0.3mである。06-3区の遺構確認面は、灰オリーブ色砂質土層である。遺構確認面は堀に向かって北

０一∞、６ω＝＞―工下‐
X=119,400

から南に向かって傾斜しており、北側は標高約-0.3    0
m付近、中央部は標高約-0.35m付近、南側は標高    蚤

愁彗を長年
「
‰歎 妊彊堪髭呈§唇叩0ヰ

堀に向かって北から南に向かって傾斜しており、北側

は標高約-0.45～ 0.5m付近、中央部は標高約-0,6

m付近、南側は標高約-1.Om付近で検出・調査した。
なお、調査対象地最南端に位置する 00-3区は、近
現代構造物の上台であるコンクリート塊や柱による撹

乱のため土層を確認することが出来なかった。

2遺構・遺物 周つβO+

(1)遺構配置
1区は調査対象地の北側に位置し、2条の板敷遺構

と5基の石積基礎遺構が確認された。石積基礎遺構

と板敷遺構は運動するものであり、2条の並行する石

積基礎遺構とそれに挟まれる 1条の板敷遺構で 1つ

の単位が構成されている。SG1001,1002,1005と

S」 1001が 1単位となり、SG1003,1004と SJ1002 X=119′ 20生テ
が 1単位となり、いわゆる「御船屋」を構成している。    添
「御船屋」は、船を繋留・揚陸・格納する場と覆い屋    斗
から構成されている。石積基礎遺構の南側は遺構は検      第 9図
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暗オリーブ色砂性ンルト貿土層
灰オリーブ砂質土層
暗オリーブ灰色砂質土層
暗オリーブ灰砂性シルト質土層
オリーブ黒細砂層
黒色シルト質土層
灰色細砂層
オリーブ黒色細砂層
オリーブ黒色細砂層
暗オリーブ灰(2.SGY3/1)色砂層、灰色砂層が混入し、炭化物や木片を若干含む
灰(7.5Y4/1)色細砂層、炭化物や木片を若干含む
黄褐(2.5Y5/4)色砂質土層、オリーブ色砂質土層が混入
灰オリーブ(7.5Y4/2)色細砂層
暗灰黄(2.5Y4/2)色細砂層、植物遺存体や炭化物を含む
暗オリーブ灰(SGY4/1)色細砂層、砂性ンル ト質土層を含む

第 10図 調査区土層図 1

1

5

6

11

1

4

7

PL。 1 1区調査区土層堆積状況
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L=1.00m ◎ L=1.00m

L=0.00m

L=1.00m

L=0.00m

1:灰オリーブ色 (75Y5/2)砂 質土層

2:オ リーブ灰色 (10Y5/2)砂質土層

3:黄褐色 (25Y5/3)砂 質土層
4:灰色 (75Y5/1)砂 質土層
5:灰色 (10Y5/1)砂 質土層

攪乱

L=1.00m

①

L=0.00m L=0,00m

第 11図 調査区土層図 2 0               ′コ

ノ |″
盛り土

黄灰色 (25Y6/1)粗 砂層

灰色 (10Y5/1)細 砂層

オリーブ灰色 (10Y5/2)細 砂層

灰色 (75Y4/1)砂 質土層

灰色 (75Y4/1)砂 質土層

オリーブ灰色 (5GY5/1)砂質土層

オリーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

オリーブ灰色 (5GY5/1)シル ト質土層

灰色 (10Y4/1)シ ル ト質土層

灰色 (10Y5/1)細 砂層

灰色 (10Y5/1)細 砂層

オリーブ灰色 (2 5GY5/1)砂 質土層

灰色 (75Y5/1)砂 質土層

1

2

7

8

10

12

13

14

16

17

20

21

23

24
PL.2 2区 調査区土層堆積状況

―- 21 -一



⑦

と=0.00m
L=0.00m

1:

2:

3:

4:

5:

攪乱

オリーブ黄色 (5Y6/3)砂 質土層 攪乱
オリーブ黒色 (5Y3/1)粘 土層

オリーブ灰色 (5GY5/1)砂質土層

灰オリーブ色 (75Y5/2)砂質土層

③

L=0.00m L=0.00m

P L. 3 3区調査区土層堆積状況

第 12 図 調査区上層図 3
′ ; η

l:攪乱

2:オリーブ資色 (5Y6/3)砂 質土層 攪乱
3:灰色 (75Y4/1)シルト質土層

4:オ リーブ黒色 (5Y3/1)シ ルト質土層

5:オ リーブ灰色 (5GY5/1)砂質土層

6:灰オリーブ色 (5Y5/2)砂 質土層

7:灰色 (75Y4/1)シルト質土層

8:灰オリーブ色 (5Y5/3)砂 質土層

9:オ リーブ灰色 (5GY5/1)細砂層

10:灰オリーブ色 (5Y5/2)砂 質土層

11:灰オリーブ色 (5Y5/3)砂 質土層

PL.4 4区 調査区土層堆積状況

―- 22 -―



第 13図 遺構配置図 (S=vl,000)
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第 14図 1区遺構配置図 (S=1/500)

出されていない。石積基礎遺構南側ラインが 2区で検出された SD1002の北側立ち上がりに該当する。

2区は調査対象地の中央に位置し、2条の大型溝状遺構と数条の小型溝状遺構、土坑、小穴が検出された。

調査区のほとんどは、SD1002が占めるが、中央部は埋没完了が近代と推定され、現代の撹乱が多い。調査区

南側にのみ遺構構築面が展開する。

3区は調査対象地の南東側に位置し、溝状遺構や土坑、柱穴が構築されている。南北方向に掘削されて 2条

の溝が検出されている。ただし、撹乱により遺構の残存状況は良好とは言い難い。また、調査区東側において

土坑や柱穴が集中して検出された。

4区は調査対象地の南西側に位置する。調査対象地内では最高所に該当し、安定した遺構構築面が確認され

たが、構築された遺構数は少なく、東西方向の溝状遺構が 4条と柱穴が数基検出されたのみである。

―- 24 -―
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第 15図 2区遺構配置図 (S=v500)

PL.5 2区 完掘状況 (北から) PL。 6 2区完掘状況 (南から)
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第 16図 3,4区遺構配置図 (S=v500)

PL.8 4区 完掘状況 (北から)
PL.7 3区 完掘状況 (北から)
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第 17図 SG1001遺構図 (1)

慮
時
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(2)遺構と遺物

1号石積基礎遺構 SG1001(第 17～ 20図 )
1区、 111～ p12グ リッド付近にて検出。平面形態は南北方向に長い部分と、それに直交する短く東西
方向に延びる部分から構成される「 L」 字状を呈する石敷である。南北方向石敷の範囲は南北長 18.9m、 東

西幅 2.3mを測る。東西方向石敷の範囲は南北長 7.5m、 東西幅 1.5mを測る。石積基礎北端部で標高-0.65

mを、南端部で-lmを 測る。
南北方向石敷は、主に約 10～ 20cm程度の結晶片岩割石で構成されている。結晶片岩は石面を揃えて敷き

詰めたのではなく、乱雑に置かれた状態である。ただし、一部に周辺の割石より大きな 30cm大の結晶片岩板

石を平坦面を上にして礎石状に置いている (PL。 13～ 20)。 東側縁沿いの石の並びには規則性や石面の揃いな

どは認められず、石垣に該当する石積みは認めらない。石積みは裏込石に該当するものと推定される。また石

救東側縁のやや内側には、2本の木材が石敷の下に置かれている (PL 21～ 24)。 石敷を行う前に胴木として

卜0.00m」堅       二

十

と=0.00m上

L=0.00m上               上

―
L=0.00mど皇_             生

―

L=000m上               ⊥

ー

L=000m―ユー              上

―

第 18図 SG1001遺構図 (2)

PL, 9 SG1001, SJ1 001オ 父LB】犬況 PL。  10 SG1001検 LL】犬況 1

―-28-―



PL.1l SG1001検 出】犬況 2 PL.12 SG1001検 出‖犬況 3

敷かれたものと推定される。北側胴木は残存長

9m、残存幅 50cmを測り、南側胴木は残存長 3.5

m、 残存幅 40cmを測る。

一方、南側で直交する東西方向の石敷は、主

に約 10～ 20crn程度の結晶片岩割石と約 50～

70cm程度の砂岩川原石で構成されている。結

晶片岩割石の石敷の状況は同じである。しか

し、砂岩川原石は南側縁の中央部から西側にか

けて、南側に石の面を揃えるように配置されて

いる。なお、胴木は未検出である。

この「 L」 字状の石積基礎から南に約 4m
の地点に、東西 3m、 南北 33mを 測る範囲
の石積基礎が検出された。北東隅から西側に

は 30cm程度の結晶片岩割石が約 lmの範囲に

渡って、小口を揃えて置かれている。一方、北

東隅から南側の石列は、面を揃えていないが、

本来は西側同様の石列が存在したと推定され

る。この北東隅の角度は約 90度を測る。西側

縁には 2～ 3段に渡って、約 50cm弱の大きさ

の結晶片岩割石が小口積されている。これら石

列の内側には、約 20～ 60cm程度の結晶片岩

割石や砂岩川原石が乱雑に敷かれている。本来

は東西 3m、 南北 3.3m程度の方形区画の石

敷が存在したと推定される。

この方形区画石敷の東側ラインに連続して6

本の部材が杭で固定された状態で検出された。

周辺には原位置を保つ石は無く、本来は南北方

向の部材とそれを固定する杭でのみ構成されて

いたと推定される。東西幅約 18.1～ 60.6cln、

南北長 6.27mを測り、底部には板を敷いてお

●   
Ⅲ
゛

● ●

●・

第 19図
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PL. 13 SG1001内礎石】犬平石 1

PL. 15 SG1001内礎石】犬平石3

PL. 14 SG1001F勺 験餅百】犬平萄百2

PL. 16 SG1001内礎石】犬平石4

PL. 17 SG1001内礎石】犬平石5 PL.18 SG1001内 礎石状平石 6

SG1001内

- 30 -



PL.21 SG1001集 石肉土台木 1

24 SG1001集石内上台木 4

り、断面形帯は凹状を呈する。部材を固定する杭は、直径 4.5～ 7.2cmを測る。御船屋内の海水を大堀に向かっ

て排出する暗渠と推定される。暗渠内にはオリーブ灰色砂質シルト層が堆積していた。なお、この暗渠に相対

する位置にあるのが SG1002南側でも検出されている。

1は肥前系陶器の皿である。底部から体部下半にかけては釉がかかっておらず、見込みに 3箇所の砂目痕が

残る。 2は肥前系陶器の皿である。いわゆる砂目唐津である。釉薬は表面に細か/1‐気泡が多数あり、員入も認

められ、部分的には厚いが全体的には薄い。 17世紀初頭から前半。 Sは磁器の皿である。底部外面に 4方向

の砂目痕が残る。 4は肥前系磁器の皿である。 5は陶器の片口である。体部上半にのみ釉薬がかかる。 6は磁

器の水指である。 7は土師質土器の甕である。外面には煤が付着する。 8は瓦質の羽釜である。鍔下面には煤

付着や被熱赤変が観察される。 9は瓦質羽釜である。10は土師質土器の甕である。内面に焦げが付着。Hは
土師質土器の堤炉である。底部外面に黒斑がある。讃岐系と推定される。12,13は船釘である。

PL.25 SU1001遺 物出土状況 ] PL。 26 SU1001遺物出土状況 2
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第 20図 SG1001出土遺物図

12, 13
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物

口巧

重

躊
遺橋 材質 器種 口径 器高 最大径 底径 胎土色

絵付・釉

薬
外面文様 内面文様 印・銘等 製作地 備考

実測

番号

1 ,G100 陶器 皿

内

外

断

8L3s,65グレイみの黄

8L3s′ 65グレイみの黄

7 5YR6/4に ぶい橙

施釉 肥前系
内面 3 方向可

目あり
366

2 灰釉陶器 皿

内

外

断

5Yア/1灰自

5Y7/1灰 白

25Yア/1灰自

施釉 騰鞭ナデ 鵡輯ナデ 唐津

貫入あり

17(初～前
半

3 磁器 皿

内

外

断

5Y6/3オ リーフ貢

5Yア/2灰自

SY7/2灰 白

施釉
外面 4方向p

目あり
360

4 ,G1001 磁器 皿 (29,3) (1741

困

外

断

18B′ 15′8.5青みの自

18B′7s,24こ い青

lhaR lく A馬 審みの白

絵付・施

髄

輯轍ナデ

風景
睦轍ナデ 肥前系 と代

5 陶器 片口 (220) (22.6)

刃

沐

断

10YR6/3に ぶい貢種

5Y7/2灰 自

75YR6/6橙

施釉

6 ,G1001 磁器 水指

内

外

断

5Y6/3オ リーブ黄

5Y7/2灰白

5Y7/1灰白

施釉 賤輔ナデ 嘘鞭ナデ

フ SG1 001
土師質土

器
140)

内

外

5YR6/6橙

10YRフ/4にぶい黄橙

口縁日ヨナ

体部タタキ

3条 /cm

口縁日コナ

体部ヨコナ

ァ→ナデ

体部外面煤伺

着

8 雌
紹

羽釜

対

米

舒

N4/0灰

N4/0灰

25Y7/2灰黄

ヨヨナデ ヨヨナデ

琳国靖 卜根」に

嘘熱赤変、煤

は着

9 SG1 001 羽釜 (276) (280)

月

米

断

N3/0暗灰

N4/0灰 ヨコナデ ヨコナデ

土師質土

器
甕 (57)

内

外

断

10YR4/1褐灰

25Y7/1灰自

25Yア/1灰白

ユビナデ ユビナデ

困向に爆付着

石英、結晶片

岩、長石をむ

11
土師質土

器
爆炉 (140)

10YR5/3にぶい黄褐

10YRS/3にぶい黄褐

撃滅のたЁ

調整不明

ナ

　
　

挙ア

ヨ
　

　

ナ

ヨ
　

　

板

岬

デ

闘

讀岐 ?

氏司り牛回舅ミ斑

日英、長石、

亀閃石を含む

第 1表 SG1001出土陶磁器類観察表

第 2表 SG1001出上金属製品観察表

2号石積基礎遺構 SG1002(第 21～ 24図 )
1区、 j13～ p14グ リッド付近にて検出。南北長約 31m、 東西長約 8mの範囲に「 L」 字状を呈する

石敷である。SG100 Hこ平行して構築されている。南北方向の石積基礎は、撹乱等により途中で途切れているが、

本来は連続するものである。北側の石嶺基礎は南北長 96m、 東西幅 1.2mに渡る。約 20～ 30硼の結晶片

岩割石を乱雑に敷き詰めている。西側縁の北側付近には、30cm程度の結晶片岩割石による小回積が認められる。

SG1001同様に結晶片岩割石を敷く前に胴木が据え置かれている。胴木は 2箇所確認される。北側の胴木は残

存長 1.8m、 残存幅 70cmを 測る板材である。南側の胴木は残存長 3m、 残存幅 30cmを浪1る。

南側の石敷基礎は、南北長 13m、 東西幅 2mを測り、南側で東に向かって直交方向に曲がる。約 20～ 30
cmの結晶片岩割石を乱雑に敷き詰めている。西側縁と南側縁には約 40～ 80clnの砂岩川原石が面を揃えて置

かれている。一部は崩落によリラインからはずれる。

k15グリッド付近には東西約 2.5m、 南北約 6mの範囲に方形を呈する石敷基礎が検出された。この石敷
基礎は、約 5～ 20cm程度の結晶片岩割石が、厚さ約 50cmに渡って乱雑に積まれている。石敷の下部には約

勘
解
虐 情 器種 全長 幅 厚み 頭部 1 頭部 2 重量 備考

測

号

実

番

SG1001 脳 442

,G1001 船釘
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ド

A′A

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

2:灰色 (10Y5/1)砂質土層
:灰色 (10Y4/1)砂質土層

L=0,00m

L=0.00m
B′

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

2:灰色 (10Y5/1)砂質土層

3:灰色 (10Y5/1)細 砂層

第 21図 SG1002遺構図 (1)
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L=0.00m C

1:灰色 (10Y4/1)砂質土層

2:灰色 (10Y5/1)砂質土層

L=0.00m
D′D

L=0.00m
E′E

穿S23[剛  SG1002封雲揮S[劉  (3)

-36-―

PL。 27 SG1002北側部分検出状況

PL。 28 SG1002南根J著[分全挙雲



PL. 29 SG1002沢」:曇厘1ラ雲 PL。 30 SG1002月 同木検出】犬況

PL. 31 SG]002, S」 10024父世』犬況

33 SG1002内 杭打設状況

80cm間隔で杭が打設されている。これらの杭は、胴木を固定する細い杭ではなく、石敷中層まで延びる長さ

のある杭と推定されることから、石積みをする際に用いられた木製枠の一部と推定される。

14は磁器の碗である。外面には草と不明から構成される風景が描かれている。

17～ 21は船釘である。22,23は 寛永通宝である。

PL. 34 SG1002集石Tユ三台木

一- 37 -―
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第 24図 SG1002出土遺物図

第 4表 SG1002出土瓦類観察表

番培
遺構 器種 全長 幅 厚み

頭部

1

頭部

2
重量 備考

測

号

実

香

SG1002 船釘 11

SG1002 船釘 04

SG1002 船釘

SG1002 船釘

SG1002 船釘

SG1002 寛永通宝 寛永通宝

船釘 宙永部宝 86

第 5表 SG1002出土金属製品観察表

3号石敷基礎遺構 SG1003(第 25～ 33図 )

1区、115～ o17グ リッド付近にて検出。南】ヒ長 32m、 東西長 5mの範囲に「 L」字状を呈する石敷である。

本来一連の石敷基礎が連続していたが、複次に渡る調査年度により117グ リッド付近にて未検出となった。

117グリッド以北の北側石敷は、南北長 16m、 東西幅 2.3mを測る。約 20～ 40cmの結晶片岩割石を乱雑

に積み上げている。東側縁の北東隅から約 6mの範囲では、約 50cln弱程度の結晶片岩割石を小日積みと平積

みを併用して積み上げている。石敷基礎中央部には、直径 1 5cm程度の胴木が埋設されている。

物

口巧
遺糖 材質 器種 口径 器高 最大径 底径 胎土色

絵付・釉

薬
外面文様 内面文様 印・銘等 製作地 備考

測

」「

実

昏

磁器 碗 94
勺

米

7.5Yア/1灰自

75Yア/1灰白

染付、施

釉

風景 (草

十 ?)
瀬戸系

第 3表 SG1002出土陶磁器類観察表
渕

い「

罵

懸
遺橋 器種 長 上弦蠣 弦深 廷れ長

文標区

幅

文標屁

高 部
表器面色調 裏器面色調 断面色調 文様 焼成

雲母

粉
備考

,G1002 軒平瓦 (1741 ¶5/0灰 鴫/0灰 1770灰 自 唐草文 良 有

軒平瓦 Ч4/0灰 5Y6/1灰 ,Yア /1灰自 唐草文 鹿 有
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第 25図 SG1003遺構図
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1:灰色 (10Y4/1)砂質土層
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第 26図  SG1003遺構図 (2)
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C C′

L=0.00m

1

2

3

4

5

6

灰色 (10Y4/1)砂質土層

灰色 (10Y4/1)砂質土層

灰色 (7.5Y5/1)砂質土層

灰色 (10Y5/1)細 砂層

オリーブ灰色 (2.5GY5/1)砂 質土層

灰色 (10Y5/1)細 砂層

灰色 (10Y5/1)細砂層

灰色 (10Y5/1)砂質土層

灰色 (75Y5/1)砂質土層

:灰色 (10Y5/1)砂質土層

L=0,00m

L=0.00m

この北東隅からほぼ直角に東方向に石敷が約 1.5m延びることから、東西方向の石敷基礎は、御船屋の北側

奥壁に該当する石敷と推定される。ただし、奥壁面を構成する石積みは遺存していない。

117以南の石敷基礎は、南北長 14.5m、 東西幅 25mの範囲に「逆 L」 字状を呈する石敷である。東側
縁にの一部には、約 60cln程度の砂岩川原石が小口積みされており、御船屋の西側壁と推定される。東側縁か

ら約 80c14内側には直径約 20cmの南北方向の胴木が埋設されている。この胴木ラインは西側壁に該当する砂岩

石積みの背面直下に該当する。南北方向胴木から約 90cm南の地点で、西方向へ直交する全長約 3mを測る板
材が埋設されている。厚さ約 10cm弱の厚みのある板材であるが、土留め柵として埋設されたものと推定される。

この上留め柵板材から南には、約 80cm程度の大形砂岩川原石が小口積みと平積みを併用して石積みされて

いる。南北石列が御船屋西側壁、東西石列が大堀に面した石垣に該当する。隅角石は約 50cm角 のやや小型の

砂岩川原石を用いているのが特徴である。南北石列にも東西石列にも組み込まれて居らず、独立している。

D

７

８

９

１０

　

Ｄ

E′

第 27図 SG1003遺構図 (3)
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PL。 35 SG1003南端 PL.36 SG1003完 掘状況 (北から)

PL。  37 SG1003f葡琳i:部緞査Я百 1 PL.38 SG1003南 端礎石 2(西から)

PL。 39 SG1003南朔罰楚石 3 PL. 40 SG1003二上造ラ代
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PL.41 SG1003集 石断ち割り PL. 42 SG1003=上 造Jラ代匡]庭劃犬況

PL.43 SG1003土 留板検出状況

PL.45 SG1003集 石内杭 1

PL. 44 SG1003=上 窪劉反■
'雪

ltイ責】犬況

PL。 46 SG1003集石内杭 2

―- 43 -―
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第 28図 SG1003出土遺物図 (1)37
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勁
箭
遺構 材質 器種 口径 器高 最大径 底径 胎土色

絵付・釉

薬
外面文様 内面文様 印・銘等 製作地 備考

番号

SG1003 磁器 碗

内

外

断

10Y7/1灰白

10Yア /1灰白
楽付、施

輸

丸 (みたれ

横線 )+宝

+離

横線+梅

花 ?
変形字銘 肥前系 84

,G1003 磁器 碗

内

外

断

,Y7/1灰 自

,Yフ /1灰白

15Y8/2灰白

よ絵、施

強

伺+赤絵生
瀬戸系

陶器 碗

内

外

断

75Yア /1灰自

7.5Yア/1灰白

2 5YR7/4淡 赤橙

染付、施

釉

宝+風景

(山 ?)
肥前系

胎土色に斑あ

り

釉薬は濁つた

盛じ

磁器 碗

内

外

断

5Y7/1灰白

5Yア/1灰白

10YRア /2に ぶい黄糧

絵付け、

施釉
丸+草 隣線

SG100: 陶器 皿

勺

体

缶

25Y7/2灰貢

25Y7/2灰黄

フ5Y7/3にぶい橙

施釉
津

？

唐

系

SG100: 陶器 皿

2.5Y3/2灰 自

7 5YR5/6明 褐

7 5YR5/6明 洛

通釉 唐津 ?
外面 3方向可

目

SG1003 磁器 碗

75Yア /1灰自

75Y7/1灰 白

5Y8/1灰白

疱釉 当磁 5

土師器 皿 (83)

25Y8/2灰 自

2.5Y8/2灰 白

25Y8/2灰 白

ヨヨナデ ヨヨナデ
底部回転糸切

り

SG1003
土師質土

器
鍋 368

25Yア /2灰黄

10YRア/3にぶい黄橙

5Y3/1オ リーブ黒

石英、長石、

結晶片岩含む

,G1003 陶器 甕

内

外

断

75YR4/34目

'5YR4/3本
S

h5YR5/1黄灰

施釉 麓鞭ナデ 睦轍ナデ 丹波

第 6表 SG1003出土陶磁器類観察表

第 7表 SG1003出 土瓦類観察表 (1)

24は肥前系陶器の碗である。外面はみだれ模様の丸と宝と横線で、内面は横線と梅花で構成される。底部

には変形字銘が施されている。25は瀬戸系磁器の碗である。外面は赤江による桐と赤江生垣から構成される。

26は陶器の碗である。外面は宝と風景 (山か?)で構成される。釉薬はやや濁っており、口縁の一部にはか
かっていない。また、胎土色に斑があり黒色斑粒を含む。27は磁器の碗である。外面は丸と草で、内面は横

線で構成される。28は陶器の皿である。唐津系か。29は陶器の皿である。外面に3方向の砂目が残る。唐津

系か。30は磁器の碗である。絵付けは施されていない。3Hよ土師質土器の皿である。底部は回転糸切りである。

32は土師質土器の鍋である。胎土中には結晶片岩を含み、在地産と推定される。33は陶器の甕である。丹波

焼きである。

遺物

番号
遺構 器種 長

配当目

径
瓦当煽 文様径 縁高

tt瓦剤

厚
玉縁ξ

震謡面E

調

裏器面色

調
新面色評 巴種 敷

数

ビ

痕

コ
　
キ

相
痕
焼成 郵
粉

備考

34 軒丸瓦 W4/0灰 N5/0灰
SY7/1灰

白
左巻三巴 良 有

,G1003 軒丸瓦
暗唱

　
死

N3/0暗

灰

5Y7/1灰

白
左巻三 E 良 有

,G1003 軒丸瓦
暗Ю嶋

　
π

N3/0暗

灰

25Y6/1

曽阪
無 盤
〔 良 有

'G1003
軒丸瓦 5ヽ70灰 N6/0灰

25Y5/1

雪匝
左巻 甘 い 有

'G1003
丸瓦 ¶5/0灰 N4/0灰

,Y7/1灰

ヨ

」穴2穴あり

,G1003 丸瓦 寸4/0灰 NS/0灰
灰Ｖ

　
ヨ

有 艮 有

SG1 003 丸瓦
暗Ю皓

　
一天

暗ЮＮ３

灰
,Y6/1灰 良 有

―-45-
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38, 39

第 29図 SG1003出土遺物図 (2)

晉掲
遺構 器種 長 弦深

電

摺

区

1文嘗

日 T・即

部
表器面色調 裏器面色調 断面色調 文様 焼成

雲母

粉
艤

物

口巧

Ｌ

番

iG1003 軒平瓦 ¶3/0暗灰 Ч3/0暗灰 N5/0灰 唐草文 良 有

第 8表 SG1003出土瓦類観察表 (2)
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第 31図 SG1003出土遺物図 (4)
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第 32図 SG1003出土遺物図 (5)
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第 33図 SG1003出土遺物図 (6)
瑾物

番号
違構 器種 全長 幅 厚み

1

重量 備考
実渕

番号

SG1003 船 釘 11

SG1003 船釘

44 SG1003 船釘 11

SG1003 船釘

SG1003 船釘

SG1003 船釘 249

SG1003 257

SG1003

SG1003 船灯 255

51 SG1003 船釘

SG1003 船釘

SG1003 船釘

SG1003 船釘 0.6

SG1003 船釘

SG1003

SG1003

SG1003 船卸

SG1003 船釘

SG1003 鍵 93.7

SG1003 船釘 7 1255

SG1003 船釘

SG1003 323

SG1003 ЯくI

SG1003 船訂

SG1003 船釘

SG1003 船釘

SG1003 船釘

SG1003 船釘 (35)

SG1003 920
SG1003 11 木を含む厚さ 1.30 327

SG1003 鍵 巳長 320
SG1003 船釘

SG1003 不明 3440

SG1003 飾金具

SG1003 盤

第 9表 SG1003出上金属製品観察表

物

」「

置
一
番

遺楠 器種 長さ 幅 厚み 備考

「決
　
口
巧

SG1003 不 明

SG1003 杭

杭 552

SG1003 不明板桐 11 553

SG1003 船部桐 558

SG1003 船部材

SG1003 船部材 247 554

船部材

SG1003 配

555

第 10表 SG1003出土木製品観察表
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重朝

番電
遺構 駆 全長 幅 厚み

1 2
重量 艤

契 測

番号

SG1004 不明 142

SG1004 船釘 144

SG1004 船釘

第 11表 SG1004出土金属製品観察表

◎

爺
＝
対

▼
Ｉ
Ｉ

。
　
　

　
　

８９

一

第 34図 SG1004遺構図、出土遺物図
θ                   jα″

′ r タ

1:灰オリーブ色 (7.5Y5/2)砂質土層

2:黒色(N15/0)粘土層

―- 51



PL. 47 SG1004完掘】犬況 1 PL.48 SG1004完 掘状況 2

42～ 7日よ船釘である。72は鑑である。73,78は楔もしくは撃、

藝である。74は不明鉄器であるが、下端には刃部が形成されている。

一方、左側片は原形を保っており、茎部の欠損は認められない。楔のよ

うに使用した可台静陛も想定される。75は銅製の飾板である。

76は不明木製品である。77,79は杭である。80は不明板材である。

81～ 86は船部材と推定されるが使用箇所は不明である。

4号石敷基礎遺構 SG1004(第 34図 )
1区、k18～ n19グ リッド付近にて検出。南北長 18mの範囲に

0

直線状に延びる石敷基礎である。 n19グ リッド付近の石敷は、南北長

約 5.5mに渡って結晶片岩割石や砂岩川原石が小日積みや平積みを併用

7
〇

か

ψ

斡       騨

第 35図 SG1005遺構図

して石列を形成している。御船屋東側壁に該当する。 k18グ リッド付近の石敷は、約 60cln程度の砂岩川原

石と 20cln程度の結晶片岩割石が散乱する。砂岩川原石は石垣の一部であり、結晶片岩割石は裏込石であった

ものが崩落したものと推定される。

87は不明鉄片である。切片の可能性がある。88,89は船釘である。

PL。 49 S」 1001完掘状況 (南東から) PL.50 S」 1001完掘状況 (東から)]
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第 36図 SJ1 001遺構図 (1)
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第 37図  SJ1 001遺 構 図 (2)ヒ __卜 _____十
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C
L=0.00m―

L=0.00m   D

η:オリーブ黒色 (10Y3/2)細 砂層

:黒色 (10Y2/1)シ ルト質土層

:オリーブ黒色 (7.5Y3/2)砂質土層

:暗オリーブ灰色 (2.5GY3/1)砂 質土層

:オリーブ黒色 (5Y2/2)砂層

:灰色 (10Y4/1)砂層

:灰色 (10Y4/1)砂層

8:暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)ン ル ト質上層
9:灰色 (10Y4/1)砂層
10:灰色 (10Y4/1)砂層

11:灰色 (10Y4/1)細 砂層

D′

第 38図 S」 1001遺構図 (3)

PL。 51 SG1001,S」 1001完掘状況 (南から)  PL.52 SJ1001完 掘状況 (東から)2

5号石敷基礎遺構 SG1005(第 35図 )
1区、q12,13グリッド付近にて検出。東西長3mの石列である。約 20～ 30cmの結晶片岩割石が一列
に並んだ状態で検出された。御船屋奥壁部分に該当する石垣の裏込石の一部と推定される。

1号板敷き遺構 SJ1 001(第 36～ 39図 )

1区、j12～ o13グリッド付近にて検出。南北長約32mを測る板敷遺構である。船の引き上げ施設の基
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PL.54 S」 1001胴木 (東から)

PL. 56 S」 1001,表獅罵,又 0ドオ尤1

PL. 58 S」 1001涙敦柄豆,又 0ドオ丸3

PL. 57 S」 1001舅期反】まび亨t2

PL. 59 SJ1001密 期反〕広メ(2
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PL. 60 S」 1001敷栃謝広大 3 PL. 61 S」 1001完財反〕広メミ4

PL. 63 S」 1001完期反
‐
下吉[■ ,雪珀断貞‖犬況

PL. 64 S」 1001月同オご下音ロイ青造 1 PL. 65 S」 10011同オご下吉[1毒廷三2

PL。  67 S」 1001月同木�ユ合呵と2

―- 57 -―



PL. 70 SJ1001月同木固定‖犬況 PL. 71 S」 1001B同オ朝齊

S」 1001月同

一- 58 -―

PL. 75 S」 1001月同オミ
~下
吉[1竜 X豊 4PL. 74 SJ1001月同オご下音日1毒廷ヨ3


